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補講（2）

延長予報の間題

新　田 尚＊

　1．なぜ延長予報を取り上げるのか

　今，便宜的に予報期間を，短期（3日以下），中期（4

～10日），長期（11日以上）とわけると，中期以上がこ

こでいう延長予報ということになる．しかし，わが国で

は主として中期から1ケ月ぐらい先の予報を意味する場

合が多い．本文でもそういう慣例に従うことにする（長

期予報のことは本講座の気象変動論で・一部カバーされる

筈だが，全般的なことは技術的な話が多いので，本講座

の対象になっていない）．

　延長予報の目的は大別して二つあり，ひとつは大気運

動の予測可能性の限界（predictability）を探求すること，

もうひとつは実用的な意味で長時間先の天気を予報する

ことである．（なお，本文では予報という言葉を，きわ

めて一般的な意味に用いることにする．）

　2．どのように延長予報を行なうのか

　延長予報のやり方としては，

　（1）毎日毎日の予報を繰り返して，予報期間を延ば

　　　す

　（2）ある種の時間平均をとった平均場を予報し，あ

　　　る延長予報期間の平均場を求める

の二つのいき方が考えられる．

　用いる手法には大別して，

　（i）統計的または確率的方法（statistical　or　stochastic

　　　method）

　（ii）力学的方法（dynamical　method）．

　（iii）統計（または確率）一力学的方法（statistica1（or

　　　stochastic）一dynamical　method）

の三つがある．

　これらの方法の特徴をそれぞれいくつか挙げることが

できるが，最も大きい違いとして，（i）非決定論的

（undeteministic）でexplicitな法則に準処していない

（ii）決定的（deteministic）で明確な物理法則に準拠

している（iii）やはり非決定論的だが大気の変動・進

展の過程に物理法則を導入する　といった点が挙げられ
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ている．

　3．原理的説明に関する文献

　最近，世界的に延長予報に関する関心が高まってい

る．それを象徴するものが，ヨーロッパ共同体（EC）

加盟国を中心に設立され，活動を開始したヨーロッパ

中期予報センター（European　Centrefbr　Medium！Range

Weather　Forecasts，ECMWFと略称）であろう．

　このECMWFの主催で，延長予報の科学的基礎に関

するセミナーが1975年に開かれたが，その議事録中1の

lLeith2の総合報告と，1979年米のNCARで開催され

た夏のコロキュームのノート3中の同じく：Leith4が手

頃な文献といえるだろう．

　統計的な扱いに関する一般的コメソトとして，坂元5

の指摘に注目したい（その他については本入門講座の

気象統計についてを参照のこと）．

　力学的な扱いについては，5で触れることにして，統

計（または確率）一力学的な扱いに関する文献には，

Epstein6，Fleming7，Wiin・Nielsen8などがある．

　4．予測可能性の限界に関する文献

　この間題を力学系の本質的な問題として初めて取り上

げたのは，Lorenz9・10であろう．その後かなり賑やかな

議論がなされたが（Smagorinsky11，Lorenz12参照），

いずれも余りに理論に偏しているように筆者には感じら

れる．今後もっと自然現象のrealityに近い議論が展開

されることを期待している．

　5．中期天気予報に関する文献

　GARPのFGGEが始まり，史上初の全球観測網によ

る充実したデータ・セットができ上がることになって，

中期予報の実験を行なうのに有利な情況になってきた．

　今日まで系統的に試みられた中期予報は，大部分数値

モデルを用いたもので，統計的または確率的な手法のも

のは散発的であり，統計（または確率）一力学的な手法の

ものは具体例に乏しい．その意味で，力学的（決定論

的）な手法を用いた仕事を紹介する．本格的な仕事とし

ては，Mlyakoda等13が最初で，その後は世界の各所

で試みられている．文献1），3），11）やECMWFか
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ら出ているT㏄hnbal　RepOft，気象庁予報部14が最

近の情勢を示している．

　6．これからの課題

　延長予報の問題はたいへん間口が広い．原理的問題か

ら応用技術的問題まで，各自の興味に従って取り組まれ

ることが大切だと思う．わが国ではや～もすると非常に

狭いテーマだと受け取られがちだが，そうした誤解や先

入観で眼をくらませないようにする必要がある．たとえ

ば文献3）など熟読されれば，世界の情勢も理解できる

と思う．
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